
　
第
18
回
安
原
地
区
文
化
祭
・
ひ
ろ

ば
祭
り
が
10
月
13
、
14
日
に
地
区
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
旭
町
小
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
の
後
、
実
行
委
員
長
の
保
科
守
宏

さ
ん
の
「
精
い
っ
ぱ
い
の
お
も
て
な

し
を
し
ま
す
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
よ
る
、

地
域
住
民
の
た
め
の
お
も
て
な
し
の

詰
ま
っ
た
催
し
に
述
べ
５
０
０
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

地
区
の
小
、
中
学
生
の
展
示
作

品
や
、
松
本
美
須
々
ヶ
丘
高
校
ダ

ン
ス
部
、
あ
さ
ひ
学
園
の
太
鼓
、

信
大
の
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
な
ど
子

ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
多

く
、
盛
り
上
が
る
の
は
安
原
地
区

な
ら
で
は
で
す
。

　

ま
た
、
第
1
回
か
ら
参
加
し
て

い
る
「
ス
テ
ッ
プ
21
」
は
、
い
す

に
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
を
指
導
し
、
最
後
の
一
曲

は
軽
快
な
歌
謡
曲
に
合
わ
せ
て
会

場
が
一
体
と
な
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ

タ
イ
ム
と
な
り
好
評
で
し
た
。

　

今
年
は
2
日
目
を
半
日
と
す
る

初
の
試
み
で
し
た
が
、
好
天
に
も

恵
ま
れ
充
実
し
た
文
化
祭
で
し
た
。

彩
り
豊
か
な
発
表
と
展
示

おもてなしの詰まった催し 
文化祭･ひろば祭り

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
で
会
場
を
わ
か

せ
た
松
本
美
須
々
ヶ
丘
高
校
ダ
ン
ス
部

子
ど
も
も
楽
し
ん
だ
お
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
（
上
）
と
に
ぎ
わ
う
展
示
コ
ー
ナ
ー

軽
食
を
楽
し
む
人
た
ち
（
右
）
と

民
舞
の
発
表

心のこもった作品が
並んだ会場
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「
貴
婦
人
に
例
え
ら
れ
る
キ
ジ
ョ

ウ
リ
ョ
ウ
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
優
雅
で

と
て
も
美
し
い
」

　

秋
を
告
げ
る
山
野
草
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
仲
間
は
、
杜
鵑
の
胸
毛
と

紫
斑
が
、
花
被
片
（
花
弁
の
よ
う

に
見
え
る
と
こ
ろ
）
と
似
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
名
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
キ
ジ
ョ
ウ

リ
ョ
ウ
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
、
花
も
豪

華
で
美
し
く
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
代

表
格
、
気
品
あ
ふ
れ
る
山
野
草
で

す
。

　

普
通
に
見
か
け
る
種
類
は
、
茎

や
葉
に
白
い
毛
が
あ
り
、
本
種
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

下
向
き
に
咲
く
の
が
特
徴
で
、

栽
培
は
比
較
的
簡
単
で
、
夏
季
半

日
陰
の
場
所
で
腐
葉
土
の
多
い
土

地
で
管
理
し
ま
す
。

　

ユ
リ
科
ホ
ト
ト
ギ
ス
属
、
耐
寒

性
も
あ
り
、
色
々
と
集
め
て
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　

安
原
地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議

会
（
保
科
守
宏
会
長
）
の
室
外
研

修
が
９
月
14
日
に
行
わ
れ
、
小
諸

市
の
懐
古
園
内
に
あ
る
藤
村
記
念

館
で
、
文
豪
・
島
崎
藤
村
が
書
い

た
社
会
小
説
「
破
戒
」
の
時
代
背

景
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
会
員
や

地
域
の
人
た
ち
20
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

藤
村
は
小
説
で
、
出
自
を
隠
し

な
が
ら
生
き
る
青
年
教
師
を
主
人

公
に
置
き
、
封
建
的
不
合
理
を
日

本
の
悲
劇
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
の
自
由
を
根
幹

と
す
る
個
人
主
義
の
訴
え
は
、
そ

の
視
点
を
与
え
る
作
品
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
館
の
館
長
・
川
原
田
雅
夫

さ
ん
は
「
作
品
の
舞
台
は
飯
山
だ

が
、
藤
村
は
小
諸
で
人
権
や
リ
ベ

ラ
ル
へ
の
強
い
思
い
を
蓄
え
、
大

作
へ
の
構
想
を
膨
ら
ま
せ
て
い
っ

た
」
と
説
明
。
参
加
者
た
ち
は
藤

村
の
生
い
立
ち
や
経
歴
な
ど
と
と

も
に
、
作
品
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

旧
・
筑
摩
郡
馬
籠
村
（
現
・
中

津
川
市
山
口
）
に
生
ま
れ
た
藤
村

は
、
明
治
32
（
１
８
９
９
）
年
か

ら
約
６
年
間
を
小
諸
で
過
ご
し
ま

し
た
。
私
塾
「
小
諸
義
塾
」
の
教

壇
に
立
つ
傍
ら
、
小
諸
の
風
土
な

ど
を
題
材
に
し
た
「
千
曲
川
の
ス

ケ
ッ
チ
」
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
小
諸
時
代
の
後
半
に
書
き

起
こ
し
た
「
破
戒
」
の
出
版
は
賛

否
を
呼
ん
だ
、
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

記
念
館
に
は
藤
村
の
作
品
や
遺

品
、
交
遊
関
係
を
伝
え
る
資
料
な

ど
が
多
く
展
示
さ
れ
、
熱
心
な
藤

村
フ
ァ
ン
が
全
国
か
ら
い
ま
も
訪

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
昭
和
33
年

の
開
館
か
ら
ち
ょ
う
ど
60
年
に
な

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
記
念
館
の
ほ
か

詩
碑
や
城
跡
、
小
諸
義
塾
記
念
館

を
見
学
す
る
な
ど
、
懐
古
園
の
た

た
ず
ま
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

信
州
大
学
全
学
教
育
機
構
内
に

あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
セ
ン

タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

留
学
生
セ
ン
タ
ー
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
経
て
、
平
成

27
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
セ

ン
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

留
学
生
の
受
け
入
れ
と
派
遣
・

生
活
支
援
、
国
際
教
育
・
研
究
・

交
流
推
進
の
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
留
学
生
の
窓
口
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
５
月
現
在
、
信
大
へ
の
留

学
生
は
３
７
５
人
、
そ
の
中
の
約

半
数
が
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ

て
い
ま
す
。
各
学
部
や
大
学
院
へ

の
長
期
間
の
留
学
が
多
い
で
す

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
セ
ン

タ
ー
に
所
属
す
る
春
期
・
秋
期
の

半
年
間
の
交
換
留
学
生
が
70
人
ほ

ど
お
り
、
元
町
の
国
際
交
流
会
館

や
民
間
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　

中
国
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
３
分
の

２
以
上
を
占
め
る
一
方
、
信
大
か

ら
は
英
語
圏
へ
の
短
期
語
学
留
学

が
多
い
そ
う
で
す
。

　

ア
ニ
メ
や
漫
画
を
き
っ
か
け
に

日
本
に
興
味
を
持
ち
、
日
本
語
や

文
化
を
学
ん
で
将
来
は
母
国
と
日

本
の
橋
渡
し
を
し
た
い
と
い
う
留

学
生
が
多
く
、
中
に
は
信
大
の
大

学
院
に
進
学
し
た
り
、
松
本
で
就

職
す
る
人
も
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

で
は
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
小
中
高
等

学
校
の
国
際
交
流
行
事
へ
の
参
加

を
促
し
、
日
本
で
の
思
い
出
づ
く

り
も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー

信
大
キ
ャ
ン
パ
ス

探
検
隊
⑧

安
原
地
区
公
民
館

留
学
あ
っ
せ
ん
の
た
め
の
チ
ラ
シ
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
入
り
口

川原田館長の説明を熱心に聞き入る参加者たち

キジョウリョウホトトギス

藤
村
の「
破
戒
」に
学
ぶ

安
原
人
権

推
進
協
地
域
の
人
た
ち
20
人
参
加
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